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政
府
の
復
興
構
想
会
議
が
提
言
を

発
表

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
約
半
年
が
経
過
し
た
。

地
震
の
直
接
的
な
被
害
以
上
に
、
津
波
に
よ

る
人
や
家
屋
へ
の
影
響
が
甚
大
で
、
依
然
と

し
て
約
五
〇
〇
〇
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
三
県

合
計
で
、
お
よ
そ
三
万
五
〇
〇
〇
人
が
避
難

生
活
を
続
け
、
と
く
に
、
福
島
県
で
は
原
発

事
故
に
よ
る
避
難
区
域
が
拡
大
さ
れ
る
な
ど

深
刻
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
津
波
に
よ
っ
て
壊
滅
的
被
害
を
受

け
た
市
町
村
で
は
、
が
れ
き
の
完
全
撤
去
に

も
時
間
が
か
か
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、
本
格

的
な
復
旧
の
着
手
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
政
府
の
復
興
構
想
会
議

（
議
長
・
五
百
旗
頭
真
）
は
六
月
二
五
日
、

大
津
波
被
災
地
の
高
台
移
転
を
基
本
と
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
プ
ラ
ン
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

提
言
を
示
し
た
。
五
百
旗
頭
議
長
は
提
言
の

手
交
に
当
た
り
菅
首
相
に
対
し
て
、「
わ
れ
わ

れ
な
り
に
未
来
に
向
け
た
青
写
真
と
な
る
べ

き
提
案
を
盛
り
込
ん
だ
つ
も
り
だ
。
政
府
が

こ
の
提
言
を
真
摯
（
し
ん
し
）
に
受
け
止
め
、

誠
実
に
速
や
か
に
実
行
す
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
」
と
述
べ
た
。

　

提
言
は
、
今
回
の
災
害
を
踏
ま
え
た
地
域

づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
考
え
方
、

地
域
経
済
や
産
業
の
あ
り
方
を
含
め
た
く
ら

し
の
再
生
に
向
け
た
青
写
真
、
原
子
力
災
害

か
ら
の
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
と
課
題
、

そ
し
て
「
開
か
れ
た
復
興
」
の
考
え
方
に
つ

い
て
、
順
を
追
っ
て
包
括
的
な
提
案
を
行
っ

て
い
る
。

　

政
府
の
提
言
が
指
摘
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
以

下
で
み
る
。

【
そ
の
１
】
巨
大
津
波
災
害
に
は
、
災
害
時

の
被
害
を
最
小
化
す
る
「
減
災
」
の
考
え
方

が
重
要
。

　

今
回
の
地
震
は
、
わ
れ
わ
れ
が
当
然
の
よ

う
に
思
っ
て
い
た
防
災
に
対
す
る
意
識
を
大

き
く
変
え
た
と
指
摘
。
そ
の
う
え
で
、
今
回

の
よ
う
な
巨
大
津
波
に
対
し
て
、
防
波
堤
や

防
潮
堤
な
ど
最
前
線
の
み
で
防
御
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
被
災
し

た
と
し
て
も
、
人
命
を
守
り
、
経
済
的
被
害

を
極
力
少
な
く
し
、被
害
を
最
小
化
す
る「
減

災
」
の
考
え
方
が
重
要
だ
と
提
言
す
る
。
そ

し
て
、「
逃
げ
る
」
こ
と
を
基
本
と
す
る
防
災

教
育
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
を
重
視
し

つ
つ
、
避
難
の
た
め
の
ハ
ー
ド
整
備
、
土
地

利
用
規
制
な
ど
の
各
種
施
策
を
総
動
員
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
し
て
い
る
（
図
１
）。

【
そ
の
２
】
被
災
地
は
地
形
、
産
業
な
ど
の

状
況
が
多
様
な
こ
と
か
ら
、
代
表
的
な
五
つ

の
地
域
モ
デ
ル
ご
と
に
復
興
施
策
の
要
点
を

提
示
。
以
下
の
五
つ
の
類
型
毎
に
、
進
め
る

べ
き
復
興
施
策
の
要
点
を
示
し
て
い
る
。

　
〈
類
型
１
〉
平
地
に
都
市
機
能
が
存
在
し
、

ほ
と
ん
ど
が
被
災
し
た
地
域
→
高
台
移
転
を

目
標
と
す
る
が
、
水
産
業
な
ど
産
業
活
動
の

必
要
か
ら
平
地
の
活
用
も
必
要
。

　
〈
類
型
２
〉
平
地
の
市
街
地
が
被
災
し
、

高
台
の
市
街
地
は
被
災
を
逃
れ
た
地
域
→
高

台
市
街
地
へ
の
集
約
・
有
効
活
用
が
第
一
だ

が
、
す
べ
て
の
移
転
は
困
難
で
、
平
地
の
安

全
性
を
向
上
さ
せ
た
上
で
の
活
用
が
必
要
。

　
〈
類
型
３
〉
斜
面
が
海
岸
に
迫
り
、
平
地

の
少
な
い
市
街
地
及
び
集
落
→
住
居
な
ど
の

高
台
移
転
が
基
本
。
平
地
は
産
業
機
能
の
み

を
立
地
さ
せ
、
住
居
の
建
築
を
制
限
す
る
土

地
利
用
規
制
を
導
入
。

　
〈
類
型
４
〉
海
岸
平
野
部
→
海
岸
部
の
巨

政
府
お
よ
び
労
使
団
体
に
よ
る

　
被
災
地
の
復
興
に
向
け
た
提
言

図１

図２

政
府
お
よ
び
労
使
団
体
に
よ
る

　
被
災
地
の
復
興
に
向
け
た
提
言

菅首相に提言を手交する五百旗頭議長（内閣府HPから）
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大
防
潮
堤
の
整
備
で
は
な
く
、
新
た
に
海
岸

部
お
よ
び
内
陸
部
で
の
堤
防
整
備
（
二
線
堤

機
能
）
と
土
地
利
用
規
制
と
を
組
み
合
わ
せ
。

　
〈
類
型
５
〉
内
陸
部
や
、
液
状
化
に
よ
る

被
害
が
生
じ
た
地
域
→
被
災
し
た
住
宅
・
宅

地
に
「
再
度
災
害
防
止
対
策
」
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
宅
地
の
復
旧
等
の
た
め
の
支
援

を
推
進
。

【
そ
の
３
】
市
町
村
の
能
力
を
最
大
限
に
引

き
出
せ
る
よ
う
、
区
域
・
期
間
を
限
定
し
た

上
で
「
特
区
」
手
法
を
活
用
す
べ
き
だ
と
す

る
。

　

例
え
ば
、
地
域
経
済
や
雇
用
の
観
点
か
ら

重
要
な
「
水
産
業
」
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者

が
主
体
的
に
民
間
企
業
と
連
携
し
、
民
間
の

資
金
と
知
恵
を
活
用
す
る
こ
と
も
、
漁
業
の

再
生
に
は
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の

理
解
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
地
元
漁
業
者
主
体

の
法
人
が
漁
協
に
劣
後
せ
ず
に
漁
業
権
を
取

得
で
き
る
仕
組
み
と
す
る
た
め
、
特
区
を
活

用
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
（
図
２
）。

連
合
総
研
に
よ
る
生
活
復
興
提
言

　

連
合
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
連
合
総
合

生
活
開
発
研
究
所
（
連
合
総
研
、
理
事
長
・

草
野
忠
義
）
は
六
月
二
一
日
に
、
東
日
本
大

震
災 

復
興
・
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
座
長
・

神
野
直
彦
東
京
大
学
名
誉
教
授
）に
よ
る「
国

民
視
点
か
ら
の
生
活
復
興
へ
の
提
言
」
を
公

表
し
た
。

　

こ
の
提
言
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け

る
検
討
成
果
で
あ
り
、
枝
野
官
房
長
官
等
に

対
し
て
も
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
座
長
を
中
心
に
各

分
野
の
有
識
者
に
よ
る
検
討
会
を
開
催
し
、

二
カ
月
に
わ
た
る
精
力
的
な
検
討
を
も
と
に

と
り
ま
と
め
た
も
の
。
復
興
や
ビ
ジ
ョ
ン
づ

く
り
の
主
要
な
論
点
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め

て
い
る
。

　

提
言
の
主
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
復
興
ビ

ジ
ョ
ン
に
お
け
る
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

重
視
、
人
と
人
と
を
結
び
つ
け
る
「
下
か
ら

上
へ
」「
生
活
復
興
」ア
プ
ロ
ー
チ
の
提
唱（
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
・
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
）
②
街
の
再
興
に
お
け
る
歴
史
の
教

訓
や
文
化
の
重
視
、
多
心
型
地
域
連
携
の
重

要
性
③
漁
業
の
再
生
に
お
け
る
協
同
方
式
の

重
視
④
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
産
業
の

復
興
と
雇
用
の
維
持
、
拡
大
に
よ
る
人
々
の

社
会
参
加
の
場
の
確
保
⑤
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
お
け
る
「
脱
原
発
」、
そ
れ
に
基
づ
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
問
題
の
抜
本

見
直
し
⑥
「
復
興
連
帯
基
金
」
と
「
連
帯
復

興
税
」
に
よ
る
復
興
財
源
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

⑦
災
害
に
強
い
社
会
の
た
め
に
分
権
型
の
生

活
復
興
を
め
ざ
す
―
―
の
七
本
か
ら
な
っ
て

い
る
。

　
全
労
連
の
第
一
次
提
言

　

全
国
労
働
組
合
総
連
合
（
全
労
連
、議
長
・

大
黒
作
治
）
は
五
月
二
〇
日
に
、
雇
用
・
仕

事
、
く
ら
し
の
安
定
と
社
会
保
障
拡
充
は
地

域
中
心
の
復
興
策
が
中
心
課
題
だ
と
す
る

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
第
一
次
提
言
」
を
発
表
し
た
。

　

同
提
言
は
政
府
の
復
興
構
想
会
議
の
論
議

の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
運
動
の
対
抗
軸
を
示

す
意
味
も
含
め
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
。
提

言
に
あ
た
っ
て
の
全
労
連
の
基
本
的
な
立
場

と
し
て
、
以
下
の
四
点
を
強
調
す
る
。

　

第
一
は
、
地
震
・
津
波
・
放
射
能
の
「
三

重
」
災
害
と
い
う
か
つ
て
な
い
甚
大
な
被
害

に
見
合
っ
た
被
災
者
支
援
を
実
施
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
。
第
二
と
し
て
、「
成
長
戦
略
」
再

強
化
の
た
め
の
上
か
ら
の
復
興
で
は
、
被
災

者
の
要
求
に
応
え
ら
れ
な
い
。
第
三
と
し
て
、

「
地
震
は
自
然
現
象
で
あ
る
が
、
地
震
に
よ

る
災
害
の
多
く
は
人
災
」
と
の
立
場
で
の
復

興
論
議
を
求
め
る
。
そ
の
点
で
は
、
震
災
を

甚
大
化
さ
せ
た
社
会
の
仕
組
み
（
構
造
）
の

検
証
は
不
可
欠
で
あ
る
。
第
四
と
し
て
、
大

企
業
中
心
社
会
か
ら
の
転
換
に
つ
な
げ
る
復

興
策
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
前
提
に
、
具
体
的
な
提
言
と
し
て
、

以
下
の
五
点
を
あ
げ
る
。

〔
提
言
１
〕
福
島
原
発
事
故
も
含
め
た
被
災

者
の
住
ま
い
と
雇
用
・
仕
事
再
建
に
向
け
た

支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る

〔
提
言
２
〕
地
域
主
体
で
、
災
害
に
強
い
街

づ
く
り
を
め
ざ
す
復
旧
、
復
興
事
業
の
実
施

を
求
め
る

〔
提
言
３
〕
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
放
射
能

漏
れ
の
早
期
収
束
、
原
発
被
害
の
早
期
完
全

賠
償
を
求
め
る

〔
提
言
４
〕
復
興
財
源
は
財
政
の
無
駄
削
減

と
大
企
業
・
大
資
産
家
の
負
担
で
行
う
よ
う

求
め
る

〔
提
言
５
〕
安
定
し
た
良
質
な
雇
用
の
確
保

と
社
会
保
障
制
度
の
拡
充
は
最
大
の
復
興
策
、

の
位
置
付
け
を
求
め
る

経
団
連
の
復
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

経
団
連
（
会
長
・
米
倉
弘
昌
）
は
五
月
二

七
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
「
復
興
・
創

生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
公
表
し
た
。
同
プ

ラ
ン
は
、
震
災
復
興
を
迅
速
に
進
め
る
た
め

に
は
、
復
旧
の
段
階
か
ら
明
確
な
青
写
真
と

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
強
調
。
そ
の
う
え
で
、
国
、
自
治
体
、

経
済
界
を
含
め
た
国
民
全
体
が
痛
み
を
分
か

ち
合
い
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
覚
悟
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。

　

プ
ラ
ン
は
ま
ず
、
四
月
二
二
日
に
経
団
連

が
公
表
し
た
提
言
「
震
災
復
興
基
本
法
の
早

期
制
定
を
求
め
る
」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

縦
割
り
行
政
を
排
除
し
、
復
興
に
関
わ
る
一

切
の
権
限
を
持
つ
強
力
な
司
令
塔
と
し
て
の

「
強
力
な
司
令
塔
の
一
日
も
早
い
設
置
震
災

復
興
総
本
部
（
仮
称
）」
の
早
期
設
置
を
要

望
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
具
体
的
な
被
災
地
の
再
生
・
復

興
に
向
け
て
、
被
災
地
域
全
体
を
震
災
復
興

特
区
に
指
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
産
業
、
農

業
な
ど
の
復
興
に
向
け
、
規
制
、
税
制
、
財

政
支
援
等
の
面
で
大
胆
な
特
例
を
迅
速
に
講

じ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
的
部
門
だ
け
で
被
災
地
の
膨
大

な
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
は
非
現
実
的
で
あ

る
と
し
、
従
来
の
発
想
を
超
え
た
新
た
な
か

た
ち
の
官
民
連
携
を
進
め
、
民
間
の
知
恵
や

活
力
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
用
す
べ
き
で
あ

る
と
主
張
。
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
将

来
に
わ
た
り
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
災
害
に
強
い
ま
ち
を
実
現
す

る
た
め
に
、
経
団
連
の
「
未
来
都
市
モ
デ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
、

企
業
が
持
つ
最
先
端
の
製
品
・
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

産
業
復
興
に
つ
い
て
は
、
東
北
地
方
が
強

み
を
持
つ
電
子
部
品
等
の
分
野
で
産
業
集
積

や
産
学
連
携
を
進
め
、
高
付
加
価
値
化
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
同
時
に
、
日

本
全
体
の
問
題
と
し
て
、
風
評
被
害
対
策
や

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
も
急
務
で
あ

る
と
す
る
。
さ
ら
に
農
業
分
野
に
つ
い
て
も
、

公
的
機
関
が
農
地
の
集
約
化
を
図
っ
た
う
え

で
、
民
間
企
業
が
農
業
経
営
や
農
商
工
連
携

に
よ
り
成
長
産
業
化
に
貢
献
で
き
る
と
す
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）


